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地域ではフレイル対応が可能な専門職が不足！

社会保障審議会・医療保険部会 平成30年7月19日



・地域高齢者に対する疾病予防や
健康増進を薬剤師が対応
・NST専門療法士監修の基、当院
と地域薬剤師会が共同で作成

低栄養・フレイル・
サルコペニアチェックツール

この設問で

・フレイル
・サルコペニア
・低栄養
に関する簡易スクリーニング項目
を網羅しており、保険薬局薬剤師
による評価をサポート

専門性を活かした地域連携



MNA-SF®を用いたこの部

分で栄養評価を実施

簡易フレイルindexを用いたこの部分

でフレイル評価を実施

＊問診のみで評価可能な方法を選択

AWGS2019を用いたこの部分で

サルコペニア評価

＊握力と下腿周囲長（指輪っか）の
みで評価可能な方法を選択

この部分で総合評価

低栄養・フレイル・
サルコペニア評価表



栄養指導用ツール

高齢者の栄養で大切なのはたんぱく質をしっかり摂取すること！



運動指導用ツール

高齢者の運動で大切なのは定期的に外出する習慣をもつこと！



患者の基本情報、薬剤関連項目

スクリーニング表兼報告書の項目

症例記録用ファイル（重要）

・1回介入毎に1行入力（＊同じ患者でも複数回介入すれば複数行）
・「事業結果報告」及び「認定制度」にはこの記録用ファイルを用いますので
必ず介入事例を記録して、薬局で保管しておいてください！



■ Ｈ３１～３３年度事業の概要

地域サポート薬剤師（仮称）の育成
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１ｓｔ ステップ ２ｎｄ ステップ ３ｒｄ ステップ

病院・薬局・地域がつながる連携体制構築事業

三豊総合病院
と連携する
地域の薬局

薬学的管
理と同時
に栄養学
的管理を
実施するこ
とができる
薬剤師の
育成

地域サポート薬剤師（仮称）ステップアップ研修

研修１ 研修４ 研修５ 研修６研修２ 研修３

・現状把握
・課題の抽出
・アンケート調査
・３ｒｄステップにおいて
到達する目標を設定
する

・研修会、勉強会の開
催
・講演会の開催
・現地研修
（病院薬剤師→薬局、
薬局薬剤師→病院）

・ｅ-ラーニング
・先進地視察 等

・研修会、勉強会の開
催
・講演会の開催
・１stステップにおいて
設定した目標に既に到
達している場合は、試
験的に取り組む（情報
共有ツールやプロトコ
ル等）

薬局薬剤師を活用した地域一体型薬学的管理及び栄養学的管理
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三豊総合病院 三豊・観音寺薬剤師会（薬局）

・入退院時の生活状況、要介護度
などの把握
・かかりつけ医・薬剤師の把握
・退院後の薬剤・食事管理の把握
・医療・介護サービス内容の把握
・退院後の薬学的管理及び栄養学
的管理の妥当性の検討
・退院調整カンファレンスの実施

多職種連携

・薬剤管理サマリー
・お薬手帳
・ＮＳツール

（在宅医療用「栄養サ
ポートツール」）
・ＳＦＮツール

（フレイル・サルコペニ
ア・低栄養管理ツール）

ツール

地域（在宅医療）

・薬剤管理サマリー
・ＮＳツール

（在宅医療用「栄養サ
ポートツール」）
・ＳＦＮツール

（フレイル・サルコペニ
ア・低栄養）

・薬剤管理サマリー
・お薬手帳
・ＮＳツール

（在宅医療用「栄養サ
ポートツール」）
・ＳＦＮツール

（フレイル・サルコペニ
ア・低栄養管理ツール）

ツール

UP

・訪問薬剤管理
指導
・残薬整理
・フレイル・サル
コペニア・低栄
養管理
・ロコモティブシ
ンドローム対策

多職種連携

本事業を活用し、認定制度設立！

・医薬品の相互作用、副作用
・アドヒアランス改善対策
・ポリファーマシー対策
・栄養状態の管理と把握
・サルコペニア診断と予防
・フレイル予防
・ロコモティブシンドローム対策



『地域サポート薬剤師』認定制度

本事業を通して、地域住民の健康維持・増進に対応
できる薬剤師を『地域サポート薬剤師』に認定し、
三豊観音寺地区の住民に啓発活動を行っていく！

（要件）
・本事業研修会への参加（年2回程度開催予定）
・到達度テスト（研修会の内容から）
・症例報告数（初年度３例程度、3年で10例以上）



事業予定

R１年7月 各薬局に必要な資料・ツールの配布
R１年8月 本事業開始
R1年10月 本事業研修会（症例報告など）
R２年1月 初年度の結果集計
R2年2～3月 本事業研修会（結果報告など）

R２年度 本事業研修会（症例報告、SGDなど）
R３年度 本事業研修会（SGD、ツールの応用方法など）

【栄養療法、栄養剤について知識向上】→研修会を定期開催します。必要と思われる
資料は本事業にて作成していく予定です。
【管理栄養士、セラピストによるバックアップ】→行政と協力して「～相談会」や相談の
窓口を設置できるよう動いていきます。
【広報活動】→ポスターなどを通じて薬剤師会、行政から本事業の取り組みを啓発して
いきます。認定薬剤師及び所属薬局についても地域の各所で啓発を行います。
【実際の症例への介入方法】→まずは1例！実際に介入してみて下さい。初回の介入
時は手間取ると思いますが、2回目以降の労力は大きく軽減されます。



『地域サポート薬剤師』認定制度

薬局は勿論、健康イベント、サロン、
スーパー、スポーツジムなどの地域の住
民がかかわる場所において、薬学的管理
と栄養学的管理を同時に行える「地域サ
ポート薬剤師」として地域住民の健康サ
ポートに取り組むことが可能な薬剤師の
育成を目的。

「地域サポート薬剤師」認定者
は2020年11月時点で42名！

（認定要件）
・指定研修会への参加

・症例報告数
・到達度テスト



地域サポート薬剤師



地域サポート薬剤師を中心としたフレイル予防活動

観音寺福祉まつり 2019/11/10
観音寺 東公民館祭り 2019/11/17

高屋地区文化祭 2019/11/10
豊田地区公民館祭り 2019/11/10

ふれあい健康まつり 2019/12/8

地域イベント活動状況

調査項目（①年齢、②BMI、③MNA-SF、④簡易フレイルindex、
⑤握力、⑥指輪っかテスト）全ての測定が可能であった195例
を対象に調査。
各調査項目の群間（男女別、年齢別）比較にはMann-

whitneyU検定、関連性にはPearsonの相関係数を用いた。

フレイル BMI 年齢 MNA 握力

フレイル

BMI -0.001 

年齢 0.014 -0.028 

MNA -0.342＊＊ 0.556＊＊ 0.036 

握力 -0.104 0.094 -0.317＊＊ 0.207＊

・低栄養（MNA-SF）はフレイルと強い相関を
示しており、握力や指輪っかテストも有用
・年齢や性別以外の影響も大きい

＊＊P<0.001、＊ P<0.01

低栄養の有無（MNA-SFにて低栄養または低栄養のおそれあり）を目的変数としたロジスティック回帰分
析の結果

項目 オッズ比 95%信頼区間 P
性別（男性） 0.79 0.3945007 ≦ OR ≦ 1.5816631 0.622

年齢（65歳以上） 1.07 0.5528649 ≦ OR ≦ 2.0803972 0.969

BMI（20以下） 14.19 5.4606341 ≦ OR ≦ 36.886119 <0.001

フレイル（プレフレイル含む） 2.838 1.4804287 ≦ OR ≦ 5.4405157 <0.01

握力（男性<26kg、女性<18kg） 2.077 0.95396 ≦ OR ≦ 4.5230243 0.097

指輪っか（隙間あり） 3.79 1.9277596 ≦ OR ≦ 7.4491192 <0.001

薬剤師が行政や地域多職種と共に高齢者
の介護・フレイル予防対策を一体的に実施！


